市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：泉町の狭隘道路問題、市がなすべきことは
（問）高洲南小南部、泉町地区に消防車も入れない箇所がある。平成14年から要望が出されていながら解決しないが、道路と並行している木屋川（栃山川水系）に蓋をする等、河川法に抵触しない形で住民要望に沿った拡幅は可能か。
（答）私（市長）も現地を確認した。地元の皆さんの要望は十分理解している。河川法に触れない形での拡幅は技術的に可能である。
（問）木屋川が県管理の二級河川であることが障害とされていたが、5月16日県庁に出向き河川砂防管理課長に要請した際は、二級河川であっても河川法に触れない工法で拡幅等が可能であれば藤枝市との協議に応じるとしていた。市は協議すべきでは。
（答）技術的に可能であることをもって、実施に向け県と協議していく。
標題2：市立総合病院給食民間委託実施、市民への合理的な説明を
（問）来年度から実施予定の市立病院給食の民間委託、この委託は、約3000万の税金負担が増えるなど市民の納得が得られるものではない。また、給食の質がどうなるかを市民に合理的に示すべきだ。
（答）食材の検品など委託業務が履行されているか「必要に応じて」病院職員が立ち会い確認する
（問）最初「つぶさに職員がその目で見る」といいつつ「必要に応じて」と変わった理由は何か。
（答）主要生鮮3品（肉、魚、野菜）は地元業者から納入すると受託業者から提案があり質の確保はできると判断した。
（問）受託業者は、地元産だけでなく全国2500営業所の自社取引先メーカー品納入も提案している。病院は委託で給食の地産地消も今以上の水準を確保するとしているが、現在年2回実施している地産地消週間の拡大など市民に分かる形で説明できるか
（答）調達手段の詳細、具体的内容についてはこれから詰めていくことだが、現在以上の事はできる
（問）業者と病院の契約書では現在精米で統一使用されている県産米「ひとめぼれ」を、今後協議の上決定すると外す事も視野に入れている。
（問）委託後を見て判断していただきたい
